




















Manyo-syu  vol.17（4011 ～ 5）




① Manyo-syu　② Manyo-syu vol.1（　③ Otomo no Yakamaoti（大伴家持）
④「矢形尾（Yakatao）」
〈Abstract〉
  This study considers “Yakatao（矢形尾）” which appears in Manyo-syu, vol.1（（4011-5）.
  Although it has been explored referring to “books on hawk（鷹書）” and “books on waka（和
歌） poetics（歌学書）”, what exactly “Yakatao”? means is still unclear. I will offer an 
















































































































































































































































































































































































































































































































は、 「形容美麗」とされる、鷹の姿の美しさをいうと見られる。　「矢形尾」の鷹は、家持が歌及び左注でいうように、鷹狩りのためのもの（ （ａ） （













































































































































































鷹部所収で、 「やかた尾」 、 「まちか
た尾」の図を載せる。
　　


































































































によこざまにうるはしうきりたるなるべし というように 「箭像尾町像尾」は、ともに斑の切り方と解する が穏当であろう。つまり、 「箭形尾」は、 「尾のふ 矢の羽のやうにさがりふにきりたる」 （ロ『奥義抄』 ）尾、そして「町像尾」は「田の町のやうによこざまにうるはしうきりたる」尾（ニ『袖中抄』 ）とな 。　
二つの相違は、鷹の尾の斑の切り方の方向性と解されよう。
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叙上のように、家持にとっての鷹の要件である、 「矢形尾」の鷹
とは、尾羽の斑についていうものであり、斑が矢の形のように、八の字に切れている尾をもつ「形容美麗」な鷹の様態をいったものと解される。
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